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畠山　保男 教授 年譜と業績
1948年８月25日 生まれ
■学歴
1971年４月 関西外国語短期大学二部入学
1974年３月 関西外国語大学短期大学二部卒業
1974年４月 関西外国語大学英米語学科3年編入
1976年３月 関西外国語大学英米語学科卒業
1976年４月 同志社大学大学院神学研究科修士課程入学
1978年３月 同志社大学大学院神学研究科修士課程修了　神学修士
1978年４月
同志社大学大学院神学研究科博士後期課程入学
（同志社大学大学院特別奨学金取得）
1979年９月 同志社大学大学院神学研究科博士後期課程退学
1979年10月
スイス・バーゼル大学神学部入学
（スイス福音教会援助機関奨学生）
1982年12月 スイス・バーゼル大学退学
1984年10月 スイス・バーゼル大学神学部再入学
1985年12月 スイス・バーゼル大学学位論文提出　退学
1986年７月
スイス・バーゼル大学口頭試問合格
（Doctor theologiae=Dr. theol.）
■職歴
自1964年
至1967年
４月
３月
株式会社谷口（新宿三越派遣店員）
自1968年
至1973年
７月
10月
大阪キリスト教社会館（診療所職員）
自1979年
至1983年
４月
３月
日本基督教団西成教会　担任教師（バーゼル留学中休職）
自1983年
至1988年
４月
３月
日本基督教団寝屋川教会　担任教師
自1987年
至1988年
４月
３月
同志社大学神学部　嘱託講師就任
自1988年
至1992年
４月
３月
明治学院大学一般教育部　専任講師
自1992年
至2000年
４月
３月
明治学院大学一般教育部　助教授昇任
自1992年
至1994年
４月
３月
明治学院大学キリスト教研究所主任就任
自1995年
至1996年
４月
３月
同主任再任
自1996年
至1997年
４月
３月
明治学院大学宗教部副部長就任
自1997年
至1998年
４月
３月
ドイツ・ヴッパータール神学大学研究員
自2000年４月 聖和大学人文学部キリスト教学科　教授
自2001年４月 聖和大学大学院教育学研究科　兼担「キリスト教学特講」
2009年４月
学校法人関西学院との法人合併により学長直属教授として
関西学院大学キリスト教と文化研究センター所属教授
自2010年
至2015年
４月
３月
国際学部兼担「Religion and culture in Europe」
■学会
1988年５月 日本基督教学会会員
1989年４月 日本バルト協会会員
1989年９月 日本組織神学会会員
2001年９月 日本ユダヤ文化研究会（現神戸ユダヤ文化研究会）会員
2004年４月 関西バルト・ボンヘッファー研究会会員
2006年10月 日本ユダヤ学会会員
2008年６月 京都ユダヤ思想学会会員
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■資格
1976年３月 教養学士（関西外国語大学）
1976年３月 中学校一級教員普通免許状（英語）（大阪府）
1976年３月 高等学校二級教員普通免許状（英語）（大阪府）
1978年３月 神学修士（同志社大学大学院神学研究科修士課程）
1979年３月 日本基督教団補教師（大阪教区）
1979年７月
Zertifikat Deutsch als Fremdsprache
 （ZDF　大阪ゲーテインスティチュート）
1986年７月 Doctor theologiae（Dr. theol.）（スイス・バーゼル大学）
1987年３月 日本基督教団正教師（大阪教区）
■著書
歴史の主に従う　ヨセフ・ルクル・フロマート
カの神学的遺産 1995年 新教出版社
人を活かす戒め　−共生をめざすキリスト教− 2007年 からしだね社
■論文
Dem Herrn der Geschichite nachfolgen. Eine 
Untersuchung des theologischen Erbes Josef 
Lukl Hromadkas.
1985年12月
バーゼル大学神学部提出
学位（Doctor theologiae）
請求論文。　タイプ印刷
父祖たちとの対話
　　−チェコ宗教改革とフロマートカ 1987年12月
『福音と世界』43巻1号　
新教出版社刊
若きフロマートカの神学者への道 1988年１月『福音と世界』43巻2号
マサリクとの対話
　　−自由主義神学とマサリクを超えて 1988年２月『福音と世界』43巻3号
フロマートカとバルト（1） 1988年３月『福音と世界』43巻4号
旅人の共同体−フロマートカの教会観について 1988年４月『基督教研究』49巻2号　同志社大学神学部発行
フロマートカとバルト（2） 1988年５月『福音と世界』43巻6号
ナチズムと民主主義との間 1988年６月『福音と世界』43巻7号
破局の後に平和を目指して 1988年７月『福音と世界』43巻8号
第５祈願−負債と赦し 1988年８月『聖書と教会』269号　日本キリスト教団出版局
プラハの春の挫折 1988年８月『福音と世界』43巻9号
フロマートカの平和の神学 1988年９月『福音と世界』43巻10号
日本のキリスト者平和運動とフロマートカ 1988年10月『福音と世界』43巻11号
フロマートカの歴史の神学 1989年５月 明治学院大学キリスト教研究所『紀要』22号
バルト神学の理解の在り方をめぐって
　　−戦時下日本の神学の反省 1989年８月
『カール・バルトと現代』　
新教出版社所収
エキュメニカル運動とフロマートカ
　　−アムステルダム講演を中心に 1989年10月
『日本の神学』29号　
教文館
差別と天皇制−聖俗観念とケガレをめぐって 1989年10月『天皇制の神学的批判』　新教出版社所収
人権の神学的基礎としての神の似姿
　　−人権の神学序説１ 1989年10月
明治学院大学キリスト教研
究所『紀要』23号
エキュメニカル運動におけるフロマートカ−冷
戦時代の共産主義理解をめぐる論争を中心に 1990年３月
明治学院大学論叢
『総合科学研究』39号
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神の宣教と教会の課題 1991年８月『福音と世界』47巻9号
キリスト教的人権理解の基礎 1992年11月 明治学院大学キリスト教研究所『紀要』26号
信仰・生活・証しにおけるコイノニア 1992年12月『福音と世界』48巻12号
聖餐−エキュメニカルな相互陪餐を目指して 1993年 『アレテイア』5号　日本キリスト教団出版局
三つの公開書簡　
　　クラッパート教授との出会いから 1993年８月
『ボンヘッファー研究』11
号　ボンヘッファー研究会
エキュメニズムにおけるキリスト論と贖罪論 1994年９月『総説現代神学』（所収）日本キリスト教団出版局
The liberating grace of God 1995年５月
"Prejudice : Issues in Third 
World Theologies"（所収）
グルクル・ルター神学大学
インド・チェンナイ
The Struggle to Make and Keep Peace in the 
East Asian Context. 1995年５月
同上の論文集掲載の二つ目
の論文。
道しるべと境界設定としての信条 1995年６月『福音と世界』51巻7号
賀川豊彦のキリスト教社会主義（その１） 1995年11月1997年
明治学院大学キリスト教研
究所『紀要』29号
『日本史学年次別論文集近
現代3』
キリストの出来事における若いと解放の射程
　　−エキュメニカルな第二項の信条における
　　イエスの生・苦難・死の意味
1996年３月 明治学院大学論叢『総合科学研究』56号
Jesus Christus, der die Dornenkrone trāgt. Ein 
Beitrag zum Verstāndnis der Christologie von 
Kuribayashi, Teruo.
1998年１月 明治学院大学論叢『総合科学研究』60号
Friedensarbeit als okumenische Aufgabe und 
zugleich Identitatsfindung in der Mission 
japanischer Kirche.
1998年１月 明治学院大学キリスト教研究所『紀要』31号
アブラハム的宗教としてのユダヤ教・キリスト
教・イスラーム（1） 1998年３月『福音と世界』54巻4号
エキュメニカルな解釈学における教会論と倫理
　「信仰職制」と「生活実践」の関係 1998年４月『福音と世界』54巻5号
民族・文化・人権 1998年10月
『現代キリスト教倫理　4巻
世界に生きる』（所収）
日本キリスト教団出版局
ペトロの手紙−３章8～12節 2000年12月『アレテイア』31号日本キリスト教団出版局
The liberating grace of God: The transformation 
of  Japanese culture as a crosscultural 
experience in the so−called Christian century 
in Japan
2001年１月 Northeast Asia Association of Theological Schools
「ベーテル信仰告白」ユダヤ人条項の意味 2002年 『ボンヘッファー研究』19号　ボンヘッファー研究会
ハルナック『キリスト教の本質』におけるイエ
スとユダヤ教　 2002年12月
『聖和大学論集』第30号B　
聖和大学
「緑の資本論」もしくはイスラーム神論による資
本主義とその精神批判 2003年11月
『アレテイア』　
日本キリスト教団出版局
此岸における救済あるいはボンヘッファーの「こ
の世性」 2003年
『ボンヘッファー研究』20
号　ボンヘッファー研究会
イスラームとの対話−現代教会の姿勢をめぐる
エキュメニカルな考察 2006年発行『聖和論集』34号
ショアー以後に神を信じるとは何の謂いか 2007年１月『理想』678号　理想社
レオ・ベックの福音（書）理解−『ユダヤ教的
な信仰史の源泉としての福音（書）理解』 2007年11月
『ナマール』　
神戸・ユダヤ文化研究会
キリスト教とユダヤ人の関係刷新とは何の謂か
−ショアー以後のキリスト教神学構築の試み
（その一）
2010年
『キリスト教と文化研究』
12号　キリスト教と文化研
究センター
キリスト教とユダヤ人の関係刷新とは何の謂か
（その二） 2012年
『キリスト教と文化研究』
14号　キリスト教と文化研
究センター
ユダヤ人コミュニティーと神戸シナゴーグ 2003年
『ミナト神戸の宗教とコミュ
ニティー』
神戸新聞総合出版
キリスト教とユダヤ人の関係刷新とは何の謂か
（その三） 2017年
『キリスト教と文化研究』
18号　キリスト教と文化研
究センター
■小論文・エッセイ・書評他
祈ることと正義を行うこと 1986年12月「労伝ニュース」　関西労働者伝道委員会
神学における歴史の問題−キルケゴール・ボン
ヘッファー・フロマートカ 1987年３月
『聖書と教会』　
日本キリスト教団出版局
キリストへの信従
　　−ディートリッヒ・ボンヘッファーの場合 1989年４月
『ドキュメント明治学院大
学　1989　学問の自由と天
皇制』　岩波書店
フロマートカとバルト（１・11） 1989年５月 明治学院大学一般教育部『紀要』
東ヨーロッパの神学とアジア
　　−フロマートカの場合 1990年３月
『アジア通信』　
NCCアジア資料センター
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『日本文化の変容論』 1991年３月 『教師の友』　日本キリスト教団出版局
エピファニー（公現日・顕現日）について 1993年１月 「恩寵月報」No.172　日本キリスト教団鎌倉恩寵教会
栗林輝夫著『荊冠』の神学 1992年９月 『日本の神学』31号　日本基督教学会
祈ることと正義を行うこと 1993年３月 「恩寵月報」No.178　日本キリスト教団鎌倉恩寵教会
教会の課題としての神学 1993年4月 『日本の神学の方向と課題』　新教出版社
宗教改革-聖徒の交わり 1993年11月 「恩寵月報」No.183　日本キリスト教団鎌倉恩寵教会
『カール・バルト説教選集』人間の混乱と神の摂
理をめぐって 1993年6月
『本のひろば』　キリスト教
文書センター
松井元さんのこと　西成社会館の青春群像の一
人 1994年3月
『ガン君に語りかけてみた』
私家版遺稿集
明治学院大学のキリスト教精神とは何か 1995年10月 明治学院大学『白金通信』平成7年10月号1面記事
子供と地球の危機 1996年１月 『お母さんの地球学校』　遊タイム出版所収。
インドで考えたこと
　　−ダリット・クリスチャンとの出会い 1996年３月
『シオンのかおり』第9集明
治学院大学宗教部
責任のとりかた
　　−敗戦50年・それぞれの自己検証 1996年３月
『地球・ヨコハマ・明治学
院』明治学院大学横浜開校
10周年記念誌
出会い・本・人　キェルケゴール 1996年11月 『本のひろば』　裏表紙ページ
水と風と霊と−横浜チャペルのステンドグラス 1997年１月 明治学院大学『白金通信』　1997年1月号所収
21世紀のアジアの神学を目指して「アジア神学
者会議」創設の意義 1997年９月 『福音と世界』52巻9号
ドイツで今考えていること、経験していること 1997年10月 『あんげろす』　明治学院大学キリスト教研究所
ユダヤ教との対話におけるキリスト教神学 1998年７月 『よこはま茶話』　明治学院大学一般教育部
エキュメニカル運動と日本のキリスト教 1998年10月 NCC　Networking News No.091
世界の教会・いまここで改革教会世界連盟総幹
事ミラン・オポチェンスキー博士のこと 1999年10月
『いちばく』−麦出版社PR
誌
現代を生きるキリスト教 2000年７月 『本のひろば』　平成12年7月号所収
ユダヤ人イエス 2001年２月 『本のひろば』　平成13年2月号
バッハに慰められ、活かされて 2001年３月 『キリスト新聞』書評欄
インドにおける被差別民とキリスト教
　　（英語による討論　日本語＝拙訳） 2001年９月
『福音と世界』
　平成13年10月号
佐々木徹著
　　『三位一体の神−カール・バルトの神学研究』 2001年10月 『日本の神学』40号
われらの父よ　主の祈り講解 2002年4月6日 『キリスト新聞』書評欄
我らはイスラエルの神を信ず 2002年６月 『福音と世界』57巻7号
不安の時代にあって元気の出るキリスト教 2002年６月 自由メソヂスト教団機関誌『全き愛』平成14年6月号
グルジアのキリスト教　チェコのキリスト教　
ハンガリーのキリスト教　ブルガリア・旧ユー
ゴスラヴィアのキリスト教　ポーランドのキリ
スト教　ルーマニアのキリスト教　信仰と職制
リマ文書　スラヴ神話　ユリウス暦[旧ロシア暦]
　フロマートカ
2002年 『岩波キリスト教辞典』　岩波書店
緑の資本論もしくはイスラーム神論による資本
主義とその精神批判 2003年６月
『アレテイア』NO41　
日本キリスト教団出版局
シュヴェーベル教授を囲む対話集会「信仰に由
来する寛容」 2003年８月
『NCC　宗教研究所ニュー
ス』3~4ページ
私はパレスチナ人クリスチャン 2005年３月 『ほんのひろば』
イエスとパウロ　イスラエルの子 2005年７月 『ほんのひろば』
■説教
食物を公平に分配して共に生きる 1988年３月『月刊チャペルアワー』　同志社大学宗教部発行
真理が私たちを解放し、自由にする 1989年２月『大学キリスト者』　YMCA大学キリスト者の会紀要
来たりませ、いと小さき王なるキリスト 1989年２月『大学キリスト者』　YMCA大学キリスト者の会紀要
ネギを植えた人 1989年３月『シオンのかおり』第2集明治学院大学宗教部
主が再建される 1990年２月「恩寵月報」No.160　日本キリスト教団鎌倉恩寵教会
ガリラヤからそしてガリラヤへ 1992年５月「恩寵月報」No.168　日本キリスト教団鎌倉恩寵教会
主に捕えられた者の勤め 1992年10月「恩寵月報」臨時号　日本キリスト教団鎌倉恩寵教会
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永遠の伴侶キリスト 1993年２月「恩寵月報」No.178　日本キリスト教団鎌倉恩寵教会
解放の灯（ともしび）をかかげて 1994年３月『シオンのかおり』第7集明治学院大学宗教部
アブラハムの捧げもの−イサクの縛り 1995年1２月『婦人の友』平成7年12月号
神のシェキナーと復活されたキリスト 2003年３月
『キリスト教世界』
平成15年4月号　
キリスト教世界社
■インタビュー
非暴力抵抗の思想−人間としての尊厳を失わな
いで抵抗するために 1992年３月
『自由時間』　
マガジンハウス
■座談会
東欧の激流と教会 1990年２月 『福音と世界』45巻2号
ブッシュの日本滞在をふりかえって 1990年８月 『カール・バルトと現代』　新教出版社
■翻訳
J.M. ロッホマン「倫理的決断と歴史的出来事」
（原文ドイツ語） 1982年１月 『福音と世界』38巻1号
J.M. ロッホマン『自由の道しるべ−十戒による
キリスト教倫理』（原文ドイツ語） 1985年５月 新教出版社
（辞典項目）チェコスロヴァキア（原文英語） 1986年11月 『世界キリスト教百科事典』教文館
J.M. ロッホマン『社会の刷新としての宗教改革
　　−チェコ宗教改革の現実」（原文ドイツ語） 1986年12月 『基督教研究』48巻1号
J.　モルトマン「教会とその殉教者たち−この
時代における苦難」（原文ドイツ語） 1987年４月 『福音と世界』42巻4号
C.S. ソン「円卓での最後の晩餐」（原文英語） 1995年３月
『十字架につけられた民衆
イエス』第9章　
新教出版社
小山晃介「希望をもって喜ぼう」（原文英語） 1999年４月 『福音と世界』54巻5号
P.ニャナセガラン「インドのダリット女性」
（原文英語） 2001年９月 『福音と世界』56巻10号
D.ニャナセガラン「イエスにおける真の平和」（原
文英語） 2001年９月 『福音と世界』56巻10号
T.ズンダーマイヤー「イスラームの政治的−神
教」上・下（原文ドイツ語）
2001年12月
2002年１月
『福音と世界』57巻1号・57
巻2号
E.ブッシュ「３章　挑戦」「４章　転轍」 2002年
E.ブッシュ『カール・バル
トと反ナチ闘争』上巻　
新教出版社
「原則に関する宣言」、「南アフリカ教会のため
の信仰宣言「南アフリカ黒人改革派キリスト者
連盟　神学宣言」、「合同改革派教会の本質・信
仰・職制に関する声明」、「私たちの希望の歌」、
「活ける信仰基督教信仰宣言」、「インドネシア・
トラジャ教会信仰告白」、「信仰の告白　キュー
バ長老・改革派教会」
2012年 『改革派教会信仰告白集』一麦出版社
■学会発表・講演
フロマートカの教会論 1987年３月 日本基督教学会関西部会松蔭女子大学
Der Einfluβ Hromadkas auf die christliche 
Friedensbewegung in Japan. 1989年６月
フロマートカ生誕百年記念
国際シンポジウム　プラハ
コメニウス神学大学
エキュメニカル運動とフロマートカ
　　アムステルダム講演を中心に 1989年９月
日本基督教学会発表　
東北学院大学
国家秩序の転換とキリスト者の社会参与 1990年９月
日本基督教学会シンポジウ
ムでのパネリストとしての
発題　東京女子大学
A reflexion upon the stragglesof Japanese 
churches for the Gospel. 1991年９月
アジアキリスト教協議会東
北アジア宣教会議　香港
The Gospel on the way to human being. A 
theological reflexion in the East Asian context. 1992年11月
崇實（スンシル）大学校招
待講演　韓国ソウル
一般教育とキリスト教教育 1993年６月 一般教育学会　明治学院大学
Die Aufgabe der japanischen Kirche und 
Theologie in der okumenischen Hermeneutik 1993年８月
世界教会協議会信仰職制世
界会議　
スペイン・サンチャーゴ・
デ・コンポステーラ
エキュメニカルな解釈学における日本の教会と
神学の課題 1993年９月
日本バルト協会・ボンヘッ
ファー研究会合同研修会　
伊豆天城山荘
教養教育とキリスト教教育 1993年10月 日本組織神学会　日本基督教団神戸雲内教会
The liberating grace of God: the task of 
Japanese churches for the liberation of Buraku 1995年４月
グルクル神学大学　
インド・チェンナイ
Friedensarbeit als Identitatsfindung japanischer 
Kirche 1997年10月
ドイツ東アジアミッション
年会　エアフルト郊外
アブラハム的宗教としてのユダヤ教・キリスト教・
イスラーム 1999年３月
日本クリスチャンアカデ
ミー　東京
畠山　保男 教授 年譜と業績
The problem of discrimination in Japanese 
society in terms of Liberation of the Burakumin 2000年２月
Regiona l  Consu l ta t i on 
on Mission & Dialogue 
Christian Conference in 
Asia　主催 : スリランカ・
コロンボ
The tranformation of Japanese culture as a 
crosscultural experiencee 2001年１月
東北アジア神学校協議会　
韓国ソウル
一度として破棄されていない、永続するイスラ
エルとの神の契約−ショアー以後のキリスト教
神学の一側面
2002年９月 日本基督教学会　聖学院大学（埼玉県上尾）
The contribution of Japanese Churches for 
Making peace in East Asia 2004年２月
韓国ソウル　韓国キリスト
者教授団主催年会
イスラームに対するキリスト教の姿勢 2004年９月 日本キリスト教学会大会発表　於:南山大学
The role and task of Japanese Churches for 
Mission and education 2004年11月
The Board for Asia Higher 
Education主催会議インド・
チェンナイ　
マドラスキリスト教大学
バルメン神学宣言と反ナチ闘争 2005年３月 神戸ユダヤ文化研究会主催講演会
レオ・ベックの福音（書）理解 2005年３月 基督教学会近畿部会大会発表英知大学（尼崎）
ボンヘッファー『説教全集』第二巻 2005年９月
日本ボンヘッファー研究会
年次研修会　
西南学院大学（福岡）
現代神学における神論の動向 2006年５月
関西バルト・ボンヘッファー
研究会主催小川圭治教授出
版記念会　関西学院大学
（西宮）
罪とそこからの解放をめぐって 2007年10月 神戸ユダヤ文化研究会講演会
